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そ
し
て
我
が
家
に
辿
り
着
い
た
と
こ
ろ
、
不
思
議
に
も

出
征
当
時
の
ま
ま
の
姿
な
の
に
は
驚
き
ま
し
た
。
と
言
う

の
は
、
我
が
家
の
近
所
に
は
外
人
の
住
宅
地
が
あ
っ
た
の

で
、
ア
メ
リ
カ
の
Ｐ
51
も
外
人
街
に
は
爆
弾
を
投
下
し
な

か
っ
た
と
言
う
こ
と
が
分
か
り
、
人
生
の
明
暗
も
こ
う
い

う
と
こ
ろ
に
も
あ
る
の
か
と
思
い
ま
し
た
。 

 

家
族
も
空
襲
で
は
誰
一
人
被
害
を
受
け
ず
無
事
で
し
た

の
が
何
よ
り
の
幸
い
で
し
た
。
し
ば
ら
く
休
養
を
と
り
、

体
力
の
回
復
と
共
に
東
京
湾
に
出
て
漁
師
の
仕
事
を
し
て

お
り
ま
し
た
。 

  

今
六
十
年
の
過
去
を
振
り
返
っ
て
見
る
に
、
私
の
軍
隊

生
活
は
他
の
人
に
比
べ
あ
ま
り
苦
労
の
生
活
は
少
な
か
っ

た
と
思
い
ま
す
。
同
じ
南
方
戦
線
で
も
死
線
を
越
え
た
戦

闘
体
験
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。 

 

幾
多
の
戦
闘
で
苦
戦
を
さ
れ
た
皆
様
、
そ
し
て
不
運
に

も
英
霊
と
な
ら
れ
た
方
々
に
対
し
、
こ
こ
に
謹
ん
で
哀
悼

の
微
喪
を
捧
げ
る
の
み
で
す
。 

ハ
ル
ピ
ン
第
一
七
七
部
隊 

神
奈
川
県 

 

西 

山 

吉 

重 
 

 

  

私
は
大
正
九
（
一
九
二
〇
）
年
三
月
三
日
生
ま
れ
、
昭

和
十
六
（
一
九
四
一
）
年
十
二
月
七
日
、
山
梨
県
甲
府
の

歩
兵
第
四
十
九
連
隊
に
入
営
し
た
。
当
時
、
家
業
は
指
物

師
で
、
父
母
は
共
に
健
在
で
四
人
の
姉
弟
で
あ
っ
た
。
小

学
校
を
卒
業
す
る
と
東
京
に
出
て
、
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
業
の

見
習
の
修
業
を
し
て
い
た
。 

 

歩
兵
第
百
四
十
九
連
隊
で
一
期
の
検
閲
を
終
え
、
満
州

ハ
ル
ピ
ン
の
第
一
七
七
部
隊
に
転
属
、
ガ
ス
兵
の
教
育
を

受
け
る
。
部
隊
は
ハ
ル
ピ
ン
郊
外
の
孫
家
（
ソ
ン
ジ
ャ
）

に
あ
っ
た
。 

 

ガ
ス
教
育
は
主
に
イ
ペ
リ
ッ
ト
、
ル
イ
サ
イ
ト
の
取
り

扱
い
で
、
訓
練
中
に
皮
膚
が
爛
れ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
い

わ
ゆ
る
皮
爛
性
の
ガ
ス
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
ガ

ス
は
、
戦
闘
で
直
接
使
う
こ
と
は
な
く
、
教
育
の
た
め
に

試
験
的
に
使
用
し
た
の
で
あ
る
が
、
毒
ガ
ス
教
育
の
一
環
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と
し
て
教
育
を
受
け
た
の
で
あ
る
。
教
育
は
「
ガ
ス
教
育
」

で
特
定
者
、
い
わ
ゆ
る
ガ
ス
兵
に
対
す
る
特
科
教
育
で
あ

っ
た
。 

 
私
の
場
合
は
、
一
般
の
兵
よ
り
は
現
役
が
長
く
三
～
四

年
間
で
あ
っ
た
。
大
東
亜
戦
争
が
始
ま
っ
た
こ
と
も
あ
っ

た
の
で
あ
ろ
う
が
、
他
の
者
よ
り
長
い
勤
務
で
あ
っ
た
。

特
に
関
東
軍
は
、
当
時
、
対
ソ
戦
準
備
の
た
め
相
当
に
厳

し
い
現
役
教
育
が
科
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
特
に
我
々
の

年
次
の
現
役
兵
は
一
番
長
い
期
間
、
現
役
兵
と
し
て
本
格

的
な
教
育
を
受
け
た
の
で
あ
っ
た
。
い
つ
で
も
ソ
連
軍
と

戦
え
る
準
備
の
た
め
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
ハ
ル
ピ
ン

第
一
七
七
部
隊
に
は
東
北
の
人
も
多
く
い
た
。 

  

昭
和
二
十
年
、
馬
来
半
島
に
上
陸
、
一
個
大
隊
ぐ
ら
い

の
歩
兵
部
隊
に
な
り
、
馬
来
で
警
備
に
つ
く
こ
と
に
な
っ

た
。
細
か
く
言
え
ば
、
タ
イ
ピ
ン
の
憲
兵
隊
の
中
の
戦
闘

部
隊
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
部
隊
長
は
高
島
少
将
で
あ
っ

た
。
憲
兵
が
情
報
を
得
る
と
、
隊
員
が
捕
ま
え
に
行
く
。

テ
ラ
河
と
い
う
河
が
あ
っ
て
、
そ
の
周
辺
に
ゲ
リ
ラ
が
い

た
。
敵
は
Ｂ
24
飛
行
機
で
そ
の
ゲ
リ
ラ
部
隊
に
食
糧
・
兵

器
を
投
下
す
る
が
、
ゲ
リ
ラ
が
そ
れ
を
取
ら
ぬ
よ
う
に
、

我
々
が
そ
の
物
資
を
先
に
取
り
に
行
く
。 

 

テ
ラ
河
は
大
き
な
河
で
あ
り
、
左
側
は
ジ
ャ
ン
グ
ル
で

あ
っ
た
。
樹
木
が
欝
蒼
と
繁
っ
て
い
た
。
落
下
し
た
食
糧

を
ゲ
リ
ラ
が
取
ら
ぬ
よ
う
に
取
り
に
行
く
。
私
が
先
頭
で

警
戒
し
な
が
ら
行
く
と
、
英
軍
も
警
戒
し
な
が
ら
来
て
私

と
鉢
合
わ
せ
と
な
る
と
、
五
メ
ー
ト
ル
位
の
所
か
ら
“
パ

ン
”
と
射
た
れ
た
。
一
瞬
の
出
来
事
で
あ
り
、
五
メ
ー
ト

ル
位
の
近
い
所
か
ら
だ
っ
た
の
だ
が
、
今
思
え
ば
よ
く
殺

さ
れ
な
か
っ
た
も
の
と
思
う
。 

 

密
偵
か
ら
の
情
報
で
、
ゲ
リ
ラ
の
居
る
地
点
に
着
い
た
。

木
の
陰
に
隠
れ
て
い
た
が
、
指
揮
官
が
二
人
い
て
向
こ
う

に
は
行
け
な
い
。
手
榴
弾
と
射
撃
で
一
人
を
即
死
さ
せ
た

が
、
ゲ
リ
ラ
は
山
の
中
に
逃
げ
込
ん
で
し
ま
い
、
捕
ら
え

る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
出
合
い
頭
で
遭
遇
し
た
英
軍

の
兵
隊
は
大
き
な
男
だ
っ
た
。
ゲ
リ
ラ
戦
は
中
隊
単
位
だ

っ
た
が
、
そ
の
う
ち
、
ゲ
リ
ラ
の
発
見
が
し
に
く
く
な
っ

て
き
た
。
ゲ
リ
ラ
戦
で
捕
ら
え
て
み
る
と
相
手
は
中
国
系
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か
と
思
う
。 

 

極
東
軍
司
令
官
は
、
マ
ウ
ン
ト
バ
ッ
テ
ン
将
軍
で
あ
る
。

こ
れ
は
終
戦
前
の
体
験
で
あ
る
。
し
か
し
、
マ
ウ
ン
ト
バ

ッ
テ
ン
は
馬
来
半
島
に
は
上
陸
し
な
か
っ
た
。
本
に
も
そ

の
こ
と
が
書
い
て
あ
る
。 

 

私
が
憲
兵
隊
に
協
力
し
た
た
め
、
終
戦
時
に
終
戦
に
協

力
し
た
兵
も
憲
兵
隊
も
監
獄
に
入
れ
ら
れ
た
。
し
か
し

我
々
は
直
接
戦
犯
に
は
な
ら
な
か
っ
た
が
、
二
十
二
～
二

十
三
人
は
起
訴
さ
れ
た
。 

 

大
石
憲
兵
隊
長
は
絞
首
刑
、
他
十
数
人
も
絞
首
刑
、
他

に
多
数
の
者
が
処
刑
さ
れ
た
。 

朝
鮮
・
ソ
連 

従
軍
記 

愛
媛
県 

 

谷 

本 

祥 

聰 
 

 

  

私
は
、
大
正
十
一
（
一
九
二
二
）
年
九
月
二
十
六
日
、

愛
媛
県
伊
予
郡
中
山
町
で
生
ま
れ
ま
し
た
。 

 

昭
和
十
八
（
一
九
四
三
）
年
四
月
一
日
、
広
島
県
福
山

市
の
歩
兵
第
一
四
一
連
隊
補
充
隊
第
三
中
隊
第
一
班
へ
入

営
し
ま
し
た
。
そ
の
当
時
の
谷
本
家
は
、 

 

祖
父 

 
 
 

健
在 

 
 

農
業 

水
田 

一
町
歩 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

畑 
 

一
反 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

山
林 

若
干 

 

祖
母 

 
 
 

健
在 

 
 

農
業 

 

父 
 

 
 
 

健
在 

 
 

農
業 

 

母 
 

 
 
 

健
在 

 
 

農
業 

 

本
人
（
長
男
）
健
康 

 
 

農
業 

 

妹
三
人 

 
 

健
在 

 
 

学
生 

以
上
の
よ
う
な
構
成
で
、
農
家
と
し
て
ま
あ
ま
あ
の
生
活

を
し
て
い
ま
し
た
。
我
が
兵
役
の
た
め
家
を
出
る
こ
と
は
、




